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はじめに

第二次世界大戦後の日本の社会的、経済的変貌は著しいものがあれとの結

果成人の疾病構造Kも大き在変化が見られている。すまわち、戦前から戦後K

かけて猛威を振るった結核は昭和 25年どろから急速K減少し始め、己れK代

わって脳血管障害が成人死亡原因む第一位を占めるよう K在ったのである。と

の脳血管障害も昭和 45年どろを境Kして減少傾向を示すように左 b、昭和55

年どろ Kは悪性新生物K一位の座を空け渡し、ついK昭和 60年Kは心疾患に

二位の座も奪われたのであるo とのよう左傾向は世界のいわゆる先進国K見ら

れるものであ D、その大き在原因は平和で豊か左都市型文化生活の持つ弊害に

あるといえるのである。

都市型文化生活の共通した特徴は、いつでもどとでも食べることができる、

体を動かさ左くてすむし(;交通機関の発達)、動かすこともでき左い(時間と

場所が左い)、夜型の生活リズム K在りやすいといったととである。乙の都市

型文化生活の影響は小児K も大き在影響を与えて骨 b、そのため小児の食生活

や運動習慣が大きく変わってきている。小児の食生活や運動習慣が変わったと

とKよb具体的Kは、成人病危険因子、いいかえれば動脈硬化促進危険因子

(以下単K危険因子)が小児のうちから見られるよう K在ったのである O

そ己で、われわれは、昭和 50年どろより小児期の危険因子についての基礎
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的在検討をしてきたが、昭和 59年ょ b八日市場市、昭和 60年よ b秋田県大

館市近郊の田代町に告いて、前者は主に幼児、後者は主K中学生を対象Kして

経年的K危険因子として肥満、高血圧、血清脂質、家族歴、食生活調査を行在

い、成人病の一次予防のための実践活動をしてきたので、ことでは昭和 61年

度K行在った成績のうち主K危険因子Kついて報告する。

対 象

A 八日市場市

幼 児 5歳 男子 103名 女子 102名

小学生 9歳 男子 9 4名 女子 8 6名

8歳 男子 7 9名 女子 6 9名

7歳 男子 3名 女子 2名

八日市場市では主に 5歳児を対象にしているが、昭和 61年度は昭和 59 

年度に調査した小児を追跡調査する目的で、該当する小児の在籍している小

学校K働きかけ、その大部分を検査しえた。 ζ とで対象Kした小学生とは以

上のよう在意味を持つものである。

B 田代町

中学生 12歳 男子 4 9名 女子 2 8名

13歳 男子 7 1名 女子 6 0名

14歳 男子 6 7名 女子 5 8名

15歳 男子 3 6名 女子 3 3名

H 検診および調査内容

A 検討項目

身長と体重を用いて肥満度を計算した(肥満度は c(実掴IJ体重一標準体

重)/標準体重 x 100 Jで計算した。標準体重としては、われわれが作

成した性別、年齢別、身長別標準体重を使用した)。
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血清脂質としてトリグリセリド(T G )、総コノレステロ ノレ (TC):Io'

よびHDL コレステロール (HDL-C)を測定し、乙れ与の{直から動

脈硬化指数 C( T C -H D L -C ) /H  D L -C Jを計算した。 TGとT

Cは酵素法、 HDL-Cはリ0/3'ングステ y酸塩化 Mg法Kょb測定した。

八日市場市ではアポ蛋白を免疫拡散法によ b測定した。

肥満Kよる脂肪肝を発見することが主左目的で、血清 GOT、GPTを

測定した。

血圧は日本コーリン社製の BPI03N自動血圧計Kよb測定した。

八日市場市の幼児についてはアディポメ ターによる皮脂厚の測定も行在った。

危険因子の異常判定基準は、肥満度 20冊以上、 TG200mg/dl 以

上、 TC20 Omg/d 1 以上、動脈硬化指数 3 以上、 HDL~C 40mg/ 

dl以下、 G0 T 3'5KA 単位以上、 GP T 35KA単位以上、高血圧は

幼児と小学生は収縮期圧 130mmHg昔よび拡張期圧 80mmHg、中学生

では収縮期圧が男子 140mmHg、女子 135mmHg、拡張期圧が男女と

もVC8 OmmHgを異常判定基準値として、両方あるいはそのいずれかがと

の値を越えた場合在高血圧の可能性が高いものとして選別した。ただし、

血圧は連続して 3回測定し、そのうち最も低い収縮期圧を示したものを、

そのときの血圧とした。

また、和洋女子大学栄養指導研究室の協力を得て、面接 Kよる食事調査

を行在った。食事についての分析は四言I食品標準成分表に基づいた栄養価

算定と食品別の摂取状況を調査した。栄養価算定と食事の食品別分析Kは

パーソナルコ yピュータ (NEC PC 9801 )を用いた。

圃結果

A 5歳児Kついて

表 lVC身長、体重、肥満度、ヰーよび皮脂厚の平均値と標準偏差を示して

昔いた。表 2は血清脂質の平均値と標準偏差を示したものである。表 3VC
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は血圧の平均値と標準偏差が示してある。

表 4~今回検討した危険因子のそれぞれKっき異常値を示したものの実

数と全体K対する割合をあげて長いた。

表 5~は各危険因子Kついて異常を有する群とそれらの危険因子を持た

左い群とについて食品群別摂取量をあげ、 5歳児目標量との比較をして骨

いた。

B 小学生Kついて

小学生Kついては昭和 62年 3月に検診を実施したので、学年末と学年

初めの学校が最も忙しい時期KあD、まだ二次検査が行左われてい左いの

で、十分左成績を示すことができ左い。とと K は表 6~幼児期と比較した

危険因子の遠隔成績を示すKとどめて骨〈。

C 中学生について

表 7~身長、体重、肥満度の平均値と標準偏差を示して骨いた。表 8 は

血清脂質の平均値と標準備差を示したものである o 表 9~は血圧の平均値

と標準偏差をあげて卦いた。

表 10は各危険因子Kついて異常値を示したものの実数と全体K対する

割合が示しである。

W 考案

5歳児 Kついては表 4~見られるよう K、それぞれの危険因子を持つもの

の総数を全体の割合にしてみると 36.8% ~も及んで金担、たとえば、肥満

傾向を示すものは 6.4 %であるが、最近の文部省の学校保健統計調査報告書

Kみる肥満傾向児の出現率は 6歳で 2-3需ぐらいのととろであるから、か

在 bの高率だといわ左ければまら在いのである。

とくに問題K在るのは表 6~あげたように、 5 歳を過ぎて小学校低学年どろ

までの間K肥満してくるものが、小学校低学年の年齢層の肥満のうち約 3分

の 2を占めているととである。乙のことは幼児期からの生活指導が成人病の
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危険因子の予防 K大切であるととを物語ヮていると思われる。今後 5歳どろ

から 10歳どろ陀かけて、重点的ま啓蒙活動を行左うべく地域vc11動きかけて行

くつも bである。

幼児の食品別摂取量を見てみると、一般的K食塩摂取量が多いこと、菓子

や噌好飲料水も比較的多〈摂取しているが、野菜の摂取が少在しこと K牛

乳乳製品の摂取量が 5歳児の目標摂取量の半分程度であるととである。とれ

K対して肉類や魚類の摂取量は十分量K達して h るものが多く、これからは

牛乳乳製品名、よび野菜の摂取を勧めることが大切だと思われる o

秋田県北部K位置する田代町でもそれぞれの危険因子を持つものは、表10

Kみるようにわれわれが経験する首都圏での出現率と大き左変わ bはまいが、

高血圧の出現率は通常の 2倍から 3倍K在っている。とのことはこの集団の

血圧の平均値が首都圏の同年齢のものK比べて収縮期圧が約 10mmHgほど

高いとととも関連していると思われる。しかし、秋田での血圧測定が 9月末

の少し寒さを感ずる時期であったことを考慮して骨〈必要はあると考えてい

る。昭和 62年度は寒さを感じまい時期を選んで血圧の測定を行左 h、結果

を比較するべく計画を立ててh るo

田代町の中学生Kついても食事調査を行在ヮたが、身体的金よび精神的愁

訴との関連を調査して台 b、との結果と併せて今後報告の予定である。

おわりに

現在は地域を問わず、小児期の健康Kとヮて成人病の一次予防が重大在問題

の 1つにまヮてな b、その実態を知ると同時K、それに対して具体的左対応を

しまければ在ら左い時期Kきているといえる。ととではその資料の一端を示し

ただけであるが、今後は同一地域に腰を据えて長期にわたり、医学的左指導は

もとより、食生活を中心K小児の将来の健康を考えた健康教育の実践を図りた

いと思っている。
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表 1 5歳児の体位

男 女

N=  N=  ( Mean土SD)

身長 cm 109.7土4.1 108.4土4.9

体重 Kg 19.1土2.5 18.9土3.2

肥満 度 冊 3.5土8.8 4.9士12.6 

皮脂厚 1即 n 1 O. 7土3.2 11. 9土3.9

皮脂厚 2mm 7.0土3.0 8.6土5.4

皮脂厚 l上腕 皮脂厚 2肩甲骨下 ( 1 9 8 6年八日市場市 5歳児)

表 2 血 ，膏 脂 質

男 女

N=  N=  ( Mean土SD)

TC mg/dl 1 5 1.1土22. 7 1 50.2土25.3 

TG mg/d 1 100.9土44.5 1 16.0士51.9

HDL-Cmg/dl 50.1土11.2 47.8土11.1 

AI 2.1土 O.7 2.3士 0.8

Apoprotein 

Al mg/d 1 1 27.8土20.0 126.1士18. 7 

A2mg/dl 31.5士 5.0 31.1士 4.8

B mg/d 1 78.6士13.3 80.9土15.6

C2mg/d 1 3.3士1.2 3.4土1.2

C3mg/d 1 6. 7土1.5 7.0士1.7

E mg/d 1 4.1土 0.8 4.4土1.0

( 1 9 8 6年八日市場市 5歳児)
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表 5

収縮期圧nunHg

拡張 期 圧 mmHg

血

男

N=  

107.5士10.8

5 8. 7士12. 5 

圧

女

N=  

108.4土12.3

60.3土14.6

( Mean土SD)

( 1 9 8 6年八日市場市 5歳児)

表 4 5歳児 (20 5名)の危険因子異常出現頻度

肥 満 1 0名 4. 9唖

高コVステローJレ血症 7 3.4 % 

{丘HDLコνステロール
48 23.4% 

血症

動脈硬化指数 2 1 10.2% 

高 血 圧 6 2.6 % 
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表 5

食 晶 群
gs 類

5 歳児 目 標 量 (g) 50 

1 ) 
健 常 児 m 49.3 

( nニ 49) SE 4.10 

HDL-C m 十片32.9

( ;豆40mg/d1， n=90) SE 2.93 

A I m 榊25*5** 

(孟 3.0，n=53 ) SE 3.07 

T G m 十汁33.*5不

(孟200mg/dl，n=34) SE 3.80 

肥 ミ構 m 十甘31.*8オド

(ミ20唖， n=34) SE 4.41 

T C m 什32.7本

(孟200mg/d1， n=27) SE 4.73 

高 血 圧 m 制27.*6本

(孟130/80mmHg，n=22)SE 4.24 

低 T C ロ1 36.2 

(三120mg/dl，n=19) SE 7.04 

危険因子正 常 群 と 異 常 群 で の 食 品 群 別 摂 取 量 (g/日〉

た ん 白 質 係 食 品

乳 類 肉 類 魚 類 豆乏 類 緑黄野菜

280 50 30 40 60 

出品.8
+ 十

九7.1 *43.9 58.1 40.2 

17.57 3.75 4.72 3.03 3.80 

十件146.7
+ 47.J7 ) 48.4 38.5 56.7 

12.11 3.28 3.66 3.87 4.91 

+社106.8 44*6 * 
+ 斗〈

++458 41.0 41.1 

12.53 3.34 5.35 4目92 4.66 

十十203.6* 十 ** 
48.6 47.1 43.4 52.4 

21.57 4.46 6.38 45.3 6.52 

十け144.9 57.4 十十53.8 54.8 水* 63.3 

18.20 7.25 7.4 7 9.88 10.69 

十甘143.9
+ +50*7 ** 55.6 41.9 51.7 

26.0 3 7.19 4.99 7.09 4.90 

十件157.2 51.8 +十53.1 60.0 ** 54.1 

18.85 5.76 7.38 15.41 13.14 

十行131.7 * +甘32.461.2 23.7 45.0 

20.77 10.06 5.4 0 9.89 4.84 

1) m士SE

2 ) 目標量K対する有意差

+P<0.05 、 十十Pく0.01、 十ItP<0.001

3) 健常児の摂取量K対する有意差

ピタミ;/.ミネラ Jレ系食品

そり位ρ野菜 呆 物

180 150 

十社95.8 十甘 89.4 

6.97 12.61 

十社86.0 十社112.6

5.35 10.38 

* 8 1.0 十+108.5

5.95 13.51 

+¥f 05.5 
+ 
116.8 

17.12 12.53 

十It93.4 * 88.3 

8.17 12.60 

* 93.3 129.1 

9.80 19.58 

十It94.1 * 
135.8 

11.87 18.89 

榊84.0 十It79.4 

14.13 21.15 

本 Pく0.05、 **P<O.Ol、 ***Pく0.001

4 ) 食糧は 5gを且標量として有意差検定を行った

h も類 飯 類

50 385 

37.6 十行287.9

6.27 10.49 

什41.9 *304.9 

4.78 9.06 

40.3 十社298.7

7.02 13.49 

十
十社319.637.9 

5.78 10.05 

市35.5 +3452 ** 

3.58 16.30 

41.8 十1t271.2

7.85 15.49 

37.6 廿312.1

6.20 19.68 

41.1 廿303.3

6.62 22.42 

糖質・脂質系食品
食 塩

砂糖類 菓子・u存飲料 油脂類

20 110 25 3_54) 

十時10.0 十社174.8 柵13.8 掛 7.1 

1.11 12.81 1.20 0.28 

H101 ，124*15 斗〈 十H11.4 十甘 6.7 

1.06 10.37 0.82 0.29 

*12.6 1275 * +件14.7 十It7.0 

1.75 12.94 2.02 0.43 

十Ha9 129.8 * 
+ 

十什 7.8 17.9 

1.97 16.85 2.66 0.44 

十件
7.1 十社162.7 十社13.6 榊 81*

0.75 14.52 1.55 0.44 

榊10.6 * 1 91.9 十件14.4 市 7.7

1.64 22.05 1.62 0.58 

十行 8.7 * 153.9 十甘13.1 十仲 7.3 

1.29 14.49 1.88 0.54 
、

十件 9.0 116.l 13.3十件
+ 

6.5 

1.72 25.12 1.44 0.70 
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表6 幼児期から 5年へた後の危険因子の遠隔成績

危険因子 男子 女子 合計

ij~ 満

幼児期から 6(3.4%) 11 ( 7.0% ) 1 7 ( 5.1冊)

幼児期以後 14 ( 8.0唖) 6 ( 3.8% ) 20 ( 6.0冊)

改善したもの 3 ( 1. 7冊) 0.6 %) 4 ( 1. 2唖)

高コレステロール血症

幼時期から 3(1.7%) 8 ( 5.1 %) 11(3.3%) 

幼児期以後 6(3.4%) 20(12.7冊) 2 6 ( 7.8 % ) 

改善したもの 3 ( 1. 7冊) 3 ( 1.9%) 6 ( 1.8冊)

低HDLコレステロール血症

幼児期から 2(1.1%) 3 ( 1.9骨) 5 ( 1. 5骨)

幼児期以後 2 ( 1.1冊) 3 ( 1.9冊) 5 ( 1.5冊)

改善したもの 8 ( 4.5冊) 6 ( 3.8冊) 14 ( 4.2冊)

動脈硬化指数

幼児期から 4 ( 2.3弼) 4 ( 2.5 %) 8(2.4%) 

幼児期以後 2 ( 1.1冊} 3 ( 1.9冊) 5(1.5%) 

改善したもの 6 ( 3.8骨) 4 ( 2.5% ) 10 ( 3.0唖)

高血圧

幼児期から o ( 0.0冊) 4 ( 2.5冊) 4 ( 2.5 %) 

幼児期以後 16 ( 9.1冊) 16 ( 10.2唖) 32 ( 9.6冊)

改善したもの 1 ( 0.6冊) 9 ( 5.7唖) 10 ( 3.0冊)
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表 7 体

男

位

女 (M土SD)

1 2歳身長cm

体重Kg

肥満度冊

1 4 9.2士15.4

42.4土 8.3 

2.9土11. 9 

1 3歳l 身長c固

体重Kg

肥満度#

1 5 7.5土 7.8

4 7. 7土10.4 

4.0土17.9

1 4歳身長cm

体重Kg

肥満度#

1 6 2.3土 7.1

5 1. 9士10.4

3.7土14.4

1 5歳身長cm

体重Kg

肥満度骨

1 6 8. 3土 7.3

6 O. 9士10.2 

7.4土13.6

1 52.0土 6.7 

4 3.5士且 3

2.8土12.3

155.5土 5.5

45.8土 5.9

~ 1. 6土 9.9

156.5土 4.5

4 9.1土 6.5

仏 5土12.9 

1 5 7.8土 4.8

53.0士 8.5

2.6土13.6

四
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表 8 血 清 目旨 質

TC 

mg/dl 

TG 

mg/dl 

HDL-G 

mg/dl 

LDL一c

my匂 I

AI PL 

mg/dl 

12歳 男 153.5土25.5 72.6:t62.2 64.6:t12.5 74.5土19.9 1.2:t0.6 176.3土24.7

女 163.7:t32.2 72.9士32.3 65.6土15.8 8 3.6:t2 5.4 1.6士0.6 179.4土27.2

1 3歳男 153.5士21.4 71.3土29.2 62.5:t12.6 77.1士17.9 1.5土0.5 17 6.8:t2 2.0 

女 165.7土25.5 78.0土45.4 64.0士12.5 86.5:t20.4 1.7土0.6 184.3土22.4

14歳男 152.0士22.6 81.7土47.9 58.8:t12.6 77.1土18.0 1.7士0.5 178.2土21.7

女 168.9士30.6 86.9士35.8 64.6土11.7 8 5.1:t2 7.2 1.7土0.7 190.6士25.1

1 5歳男 156.6土25.2 95.2士42.3 54.4土11.483.2土21.9 2.0:t0.7 179.6土22.4

女 162.0土26.0 88.2:t45.3 64.1士11.9 83.0土16.4 1.6:t0.5 189.5士24.0

Q
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表 9 血 圧

年齢 収縮期圧 拡張期圧 (mmHg) 

1 2 男 122士12 6 4土 9 

女 127土 9 7 0土 8 

1 3 男 123士 9 64:1: 8 

女 124十 8 6 8土 8 

1 4 男 127土13 6 6士 9 

女 1 2 5土10 7 1土 8 

1 5 男 131士10 69土 9 

女 1 27士 9 69土 9 

表 1日 異常者出現頻度

男 女 計 人(%) 

肥満度;;;20冊 25 ( 11.4 ) 16 ( 8.8) 41(10.2) 

TC ミ200mg/dl 8 ( 3.6) 22( 12.1) 30( 7.5) 

TC 冨 120mg/dl 13 ( 5.9) 6 ( 3.2) 19( 4.7) 

TG 孟 160mg/dl 10 ( 4.5) 9 ( 4.9) 19 ( 4.7) 

HDL-C孟4Omg/d 1 10 ( 4.5) 2 ( 1.1) 12 ( 3.0) 

LDL-C孟14Omg/d 1 。 4 ( 2.2) 4 ( 1.0) 

AI孟 3.0 5 ( 2.3) 5( 2.3 ) 10 ( 2.5) 

BP 男孟 140/80mmHg 23(10.0) 27 ( 15.0 ) 50 ( 12.0 ) 

女孟 135/80mmHg
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